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んあります。そこでも、おおむねシンプルな行動様式を前提として、先住民の動きを捉える傾向があります。例えば、先住民の運動が政党を作って選挙に参加したとします。なぜそのようなこと したのかを社会科学では問うわけですが、そのときによく取られる考え方は、次のようなものです。先住民はわれわれと同じ人間である。人間というも は、常に自分の良いもの、得するも ため 動き、損するこ には動かない。先住民もまた、権力や経済的利益など何か
自分のために良いものを強く求めており、それに応じて合理的に計算をして行動するだろう。選挙の機会があるなら、合理的にそれに飛びつくのは先住民でも当然である。このように分析を加え ことになります。　
ただ、ラテンアメリカに長く住
んで、先住民の人々に何らかの形で触れていると、先住民は皆同じだという感覚を持つことはむしろ難しいのではな か 思います。こちらはボリビアとエクアドル地図です。エクアドルが左上 ボリビアが右下にあります。海岸線に沿ってアンデス山脈が走っていて、その山脈からブラジル側に向けて東側に低い土地が広がっています。アンデスの高地帯は、概ね標高が二五〇〇メートル以上のところですが、雨が少なく、乾燥していて、空気が薄い 非常に寒い場所です。一方、低地帯 目を向けると、うっそうとした森 平地にずっと広がっ いて 水量の豊かな川があり 雨が年中降る熱帯雨林もあれば、乾燥した熱帯であるサバンナ 類する土地もありす。　
それぞれの先住民が、異なる自
然のなかで自らの文化を育んで生
きてきたのであれば、先住民が同じであると考えることがそもそも難しいといえるかと思います。問題は、数多く研究が発表さ ているにもかかわらず、同じような先住民のイメージに陥ってしまう以上、先住民の差を描き出すことが意外と簡単ではないと うことです。では どうやって先住民の差を説得的な形で描くか。ここ 私の研究の大きなチャレンジがありました。　
その際に私が着目したのが、先










いて、同じような特徴を持っている運動であれば、同じような行動が観察されるはずです。しかし、実際にそうなっていないということは、この前提のどこかが間違っているということになります。そこで私が考えた は、各運動の政治に対する考え方 違 からじ環境のなかでも異なる行動を取るのではないかということでした。このように仮説を立てて、私は研究を進めること しました。　
今回、先住民の考え方を捉える
に当たって私が参考 したのが、本書のタイトルにあ 構成主義という概念です。構成主義には分野に応じて様々な定義がありますが、私の研究で用いた定義を非常に平たくいうと、次のようなものです。人間というものは、過去から言葉や考え方を引き継 、それに従って複雑な世のなかを自分に理解しやすいように解釈して る。の解釈に従って、自分が良いと思う行動を選択するわけですが、生きていく間にはいろいろな経験をしますから、経験を積むごとに、自分のなかの考え方を改め いく。先ほどいったような、合理的な計算で良いも に飛びつくというシンプルな考え方ではなくて 常






























せんでした。理由は、そもそも選挙という制度自体が、これまで自分たちを差別 てきた政治の支配者の道具に過ぎないものでありそれに参加する意味はないと考えたからです。合理的な選択者であれば、与えられ 機会に飛びつくわけですが、彼らはそのようにしなかったということが、ボリビアとの大きな違いとして指摘できるわけです。その後、新自由主義が導入されて、エクアドルでも非常に生活が厳 くなると、民主主
義への不信が起こり、既存の議会を否定する目的で先住民議会を立ち上げる試みがなされました。そして、リーダー間の足並みの乱れから、その試みがうまくいかなくなったという、やはりボリビア同様の経緯をたどることになりました。　
失敗を受けて、活発な議論がリ
ーダーの間で戦わされましたが、そのときに示された新しい方針に関する解釈は、ボリビアとは少異なるも でした。今まで選挙は否定してきたけれども、民主化して時間がたっているから参加をしてもよいと考え始める一方で 支配者層有利の民主主義はそもそ信頼できない以上、それを否定する目的で試みた先住 議会の創設という従来の方針こそが 本来であれば一番正しいものである。だから、選挙にも参加するが、先住民議会という別の方式 政権を取るやり方も決して捨てないという両方を同時に正当化する の した。　
一九九〇年の半ばに、エクアド
ルの先住民は政党を作って選挙で大成功を収めます。先住民政党がエクアドルの主要政党の仲間入りを果たしたことは、ラテンアメリ
カ全体で大いに注目を受けました。ただ、それと同時に、ちょうど不況であった二〇〇〇年の時点で、先住民は軍と手を組んでクーデターも起こしています。自らの躍進を遂げた選挙の制度的基盤である民主主義を否定 こ は非常に謎めいているのですが、これは、彼らの考え方からすれば当然 いえます。もともとあった制度不信が残っていて、それを実現したものだということが、彼らの前歴をみれば分かるかと思います。　
このように、先住民は決して同

















いの先住民の歴史につ 調べました。昔の差別された人の記録はまとまった形ではほとんど残りませんので、過去 記録を集めるとなると、新聞を一枚一枚めくって、先住民の記事がどこかに載っていないかを探すところからスタートしなければいけませんでし 。小さな囲み記事の形で残っている彼
らの行動や言葉を積み上げるうちに、私が非常に驚いたのは、先住民の活動家は非常に活発で、労働運動の人々や、与党・野党の政治家、さらには国外のＮＧＯを通じて、オーストラリアなどで講演をして、自らの経験を広め かつさまざまな人々の経験を共有していたことです。　
今回、私の本に使った表紙もま
た、先住民運動の広がりを示すものとしてみる ができるかと思います。これは先住民組織の総会の様子です。総会は最高の意思決定機関ですから そこには当然、先住民 人がいるわけですが、なかには先住民 はない人も実 たくさんいます。アメリカ合衆国からをはじめとして、民族 平等を何とか実現したいと思ってエクアドルに駆けつけたボランティアや、民族の自決に強い関心を持つ国内外の研究者、日本の新聞記者もいます。この写真を撮った私も、住民ではない日本の研究者です。なかに入るには組織の許可 取らなければいけませんが、入ってしまえば、非常に活発 議論ができて、先住民でな 人も話をすることができます。その熱気を帯びた議論に触れるたびに、先住民運動
の活発さを身に染みて感じるとともに、先住民の運動は先住民だけのものではなく、組織に限られない、横に広がった人 ネットワークなのだということをつくづく感じさせられました。　
先ほどの行動の責任に話を戻せ
ば、その行動を取った先住民自身の動きは誰がつくるか えば、先住民本人であり、かつその周囲の人たちであるとまとめ ことができます。人間の行動を 民主主義や人権など、正義の観点に照し合わせてその善悪を測 ことは、当然簡単に るわけ すが、そのような行動を取るに至った経緯は、歴史を知り、 のつながり知らなければ正しく理解できないでしょう。先住民運動の研究から私は、行動を分かった気になるなということを教わったように思います。　
今後も私はラテンアメリカ政治
の研究を続けていきますが この教えを忘れないよ に研究に精進していきたいと考え ます。以上で私の発表を終わりにします。ありがとうございました。（みやち
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